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戦後の技術革新による工作用、工事用超硬合金

工具の性能の向上には目をみはるものがある。従

来の工法では考えられない革新をもたらしてい

る。舗装面の溝切り1つをとっても現在は、あた

かも木材等を切るように、容易に堅い舗装面や石

材を切断することが実現している。

本発明は回転刃の形状と配置を工夫することに

よって革新的な舗装面の破砕回転刃を実現した。

最近の超硬合金技術の上に成り立つ優れた発明で

ある。本発明の他の方面への応用としては都市等

にある地下道に多目的な側溝等を形成する場合に

そのまま転用可能である。また鉄道関係の側溝や

トンネル内の側溝、あるいは壁面への簡単な溝の

作成等に応用できる。その他の応用としては最近

多く見られる点字ブロックの埋込工事のための溝

や、既製の道路面に、中心境界線を形成したり

様々な道路面加工を後から行う場合に応用するこ

とができる。

電線等配設溝の増設
○地下トンネル、舗装路面等に電線
その他の溝を増設する場合に活用
できる

点字ブロック等の埋込穴
○点字ブロックの埋込穴の工事、道
路中心線の配設工事等に利用する
と作業効率が格段に向上する

透水舗装
舗装材として、高炉スラグ、使用済みガラス等のリサイ
クル材料等がある。自動車に対し低騒音舗装である

ハツリ作業
土木工事現場等でコンクリート製品を削ったり、切った
り、壊したり、穴をあけたりすることをいう

超硬工具
超硬合金を用いた切削工具、耐摩工具、鉱山土木工具等
の総称。超硬合金は1923年にドイツで開発された

本発明は道路工事における工事の作業方法に関する

ものである。近年不透水性の舗装面で覆われた道路は

降った雨水が道路表面を覆い流れて、道路使用者に

様々な不都合を引き起こすことが問題となっている。

そこで透水性の舗装面に改装する場合が多くなってい

る。改装する場合の従来方法は表層と基層とから形成

される不透水性道路面の表層を剥がして、基層面を露

出させた後、基層面の側溝側の溝形成面の幅に沿って

溝切り作業を行い、その後ハツリ作業によって基層面

に溝を形成する。更に雨水桝との間に連通する孔を形

成後、導水管を敷設し、その上で透水性の舗装を行っ

て、透水性舗装面を形成していた。

本発明による新方法は道路の表層は従来と同じ方法

で剥がし去った後、側溝に沿って道路面を進行する作

業車に搭載された、外周面に基層を破砕するための複

数の突起状の部材（この部材の先端が路肩側に傾いた

外傾突起と、先端が道路の中心線側に傾いた内傾突起

とが交互に配設されている）回転刃をもつ工事車を側

溝に沿って移動させて、一気に排水用溝を形成する。

そうすることによって排水溝の底面には従来のように

凹凸が発生せず、導水管が水平に形成されるので水の

流れに不具合を生ずることがない。その後、透水性の

表層を舗装することによって、透水性の道路が形成さ

れる。この方法によると従来の方法より数倍～10数倍

作業効率が向上する。

特 許 権 者：株式会社スカイ・アーク

回転刃の工夫により10倍作業効率の優れた
排水溝形成方法
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